
地域再生計画新旧対照表 

                                  

計画書本文                             （傍線部分は改正部分） 

新 旧 

 

１～３ （略） 

 

４ 地域再生計画の目標 

(略) 

また、交通体系の整備促進、広域的な施設の有効利用に加え、

少子高齢化の進展に伴い、居住地からＪＲ松任駅、公立松任石

川中央病院、松任総合運動公園、商業施設などの基幹的施設や

北陸自動車道へのアクセス改善も緊急の課題となっており、地

域住民が心豊かに安心して暮らせる地域づくりを進めるもの

である。 

市の中心部である旧松任地区においては、交通量の増加に伴

い舗装の損傷が顕在化し、路面の段差等により走行性が著しく

低下しており、日常生活圏での移動の利便性向上が求められて

いる。 

また、防災上危険な密集市街地では、道路幅員が狭隘な箇所

が多数存在し、災害時の緊急車両の進入路確保が喫緊の課題と

なっている。 

  山間部については、そのほとんどが森林であり、本市面積の

約８４％を占めているが、林業従事者の減少や高齢化に伴い、

手取川の水源森林が放置され、荒廃が進行している状況であり、

林業経営だけでなく、住民の生活に関わる森林の公益的機能の

低下が懸念される状況となってきている。このため林道網の整

備を行うことにより、事業の効率化を図るものである。 

 

１～３ （略） 

 

４ 地域再生計画の目標 

(略) 

また、交通体系の整備促進、広域的な施設の有効利用に加え、

少子高齢化の進展に伴い、居住地からＪＲ松任駅、公立松任石

川中央病院、松任総合運動公園、商業施設などの基幹的施設や

北陸自動車道へのアクセス改善も緊急の課題となっており、地

域住民が心豊かに安心して暮らせる地域づくりを進めるもの

である。 

 

 

 

 

 

 

 

  山間部については、そのほとんどが森林であり、本市面積の

約８４％を占めているが、林業従事者の減少や高齢化に伴い、

手取川の水源森林が放置され、荒廃が進行している状況であり、

林業経営だけでなく、住民の生活に関わる森林の公益的機能の

低下が懸念される状況となってきている。このため林道網の整

備を行うことにより、事業の効率化を図るものである。 

 

(略) (略) 

（目標４）沿道利用者の利便性向上 

（舗装の段差等による走行性の不良箇所 ２箇所→解消（2.25km）） 

（狭隘な通学路等のすれ違い困難箇所  ２箇所→解消（0.60km）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 旧 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

（５－１）全体の概要 

 

(略) 

 

市道部入道安養寺線は、国道１５７号と野々市町新庄地内（加

賀産業開発道路）を直結する基幹的路線であり、道路拡幅並びに

両側歩道の設置を行うことにより、歩車道分離による安全性の向

上を図るとともに、鶴来地域から松任地域へのアクセスを確保す

る。 
市道Ｆ１２８号線、市道番匠横江線は、沿道が人家連担部や商

店街を形成する生活に密着した道路であり、舗装改良を行うこと

により、走行性・利便性の向上を図り、日常生活圏での交流促進

が見込まれる。 
市道中央１号線及び市道中央２号線は、防災上危険な人家密集

地で通学路にも指定されており、幅員の狭隘な区間の解消を目的

とした現道拡幅を行うことにより、緊急車両の進入路を確保する

とともに、通学する児童の安全性向上を目指す。 
吉野谷地域における林道倉谷線については、森林へのアクセス

を確保し、適切な森林管理を図り、効率的かつ効果的な森林施業

を行いながら、林業振興と森林保全による地域環境の改善に資す

る林道である。倉谷線沿線と当地の交流研修施設である白山里（平

成１５年整備）周辺を本市における自然体験のモデル地域として

位置付け、森林を活用したグリーンツーリズム事業を実施し、交

流人口の拡大に努める。 
 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

（５－１）全体の概要 

 

(略) 

 

市道部入道安養寺線は、国道１５７号と野々市町新庄地内（加

賀産業開発道路）を直結する基幹的路線であり、道路拡幅並びに

両側歩道の設置を行うことにより、歩車道分離による安全性の向

上を図るとともに、鶴来地域から松任地域へのアクセスを確保す

る。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
吉野谷地域における林道倉谷線については、森林へのアクセス

を確保し、適切な森林管理を図り、効率的かつ効果的な森林施業

を行いながら、林業振興と森林保全による地域環境の改善に資す

る林道である。倉谷線沿線と当地の交流研修施設である白山里

（平成１５年整備）周辺を本市における自然体験のモデル地域と

して位置付け、森林を活用したグリーンツーリズム事業を実施

し、交流人口の拡大に努める。 
 

(略) (略) 

（５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

道整備交付金を活用する事業 
対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を

完了している。なお、整備箇所等については、別添の整備箇所

を示した図面による。 
・市道：道路法に規定する市道として下記のとおり道路認定済み。

 

 

①市道末松徳光線 （平成 10 年 3 月 23 日道路認定） 

②市道部入道安養寺線 （平成 16 年 12 月 15 日道路認定） 

③市道Ｆ１２８号線 （平成 ７年 3 月 20 日道路認定） 

④市道番匠横江線 （平成 ３年 3 月 22 日道路認定） 

⑤市道中央１号線 （昭和 62 年 3 月 20 日道路認定） 

⑥市道中央２号線 （昭和 62 年 3 月 20 日道路認定） 

（５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

道整備交付金を活用する事業 
対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等

を完了している。なお、整備箇所等については、別添の整備

箇所を示した図面による。 
・市道：道路法に規定する市道に、市道末松徳光線は平成１

０年３月２３日に、市道部入道安養寺線は平成１６年１２月

１５日に認定済み。 

(略) (略) 

道整備交付金を活用する事業 
 
(略） 

 

［整備量及び事業費］ 
・市道 ４，８６０ｍ、林道 ２，８５７ｍ 
・総事業費   ２，８６２，２６０千円 

（うち交付金１，４３１，１３０千円） 
市道   １，８０５，０００千円 
（うち交付金９０２，５００千円） 

林道   １，０５７，２６０千円 
（うち交付金５２８，６３０千円） 
 
 

（以下略） 

道整備交付金を活用する事業 
 
（略） 

 

［整備量及び事業費］ 
・市道 ２，０１０ｍ、林道 ２，６５７ｍ 
・総事業費   ２，５６８，４６０千円 

（うち交付金１，２８４，２３０千円） 
市道   １，５４０，０００千円 
（うち交付金７７０，０００千円） 

林道   １，０２８，４６０千円 
（うち交付金５１４，２３０千円） 
 
 

（以下略） 

 


